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令和 3 年度 常総薬剤師会事業計画  

薬局業務委員会 

在宅 

① 宅訪問を推進させる為の他職種合同研修会の開催
② 在宅ケア連携シートから ICT による「電子＠連絡帳」への移行

防災 
地域市町村と連携し、防災活動を活発にする。 

実務実習 
・ 実務実習を活発に受入れ、近隣薬剤師会と共同で成果発表会 懇親会の企画を行う。
・ 医療保険薬局個別指導についての伝達講習を開催や、メーリングを通じて、必要な

医療保険情報を伝達する個別指導を受ける地域薬局の相談 アドバイスを行う厚生局
の個別指導に立ち会う

・ 県薬の医療保険委員会の事業に協力する

医療保険委員活動計画 
① 厚生局個別指導に立会
② 茨城県薬剤師会 医療保険委員会 会議に参加
③ 個別指導 伝達講習会の実施

④ 他会員からの相談に対応

学術委員会 
・ 会員の自己研鑽のために、各班での定例研修会を継続して行う。
・ 薬局業務委員会と連携し、実務実習受け入れ薬局実務者同士の情報交換を行う。常

総薬剤師会にて、学術大会を企画する。

広報委員会 
１．ウエブサイトを利用し、常総薬剤師会の活動を記録し、対外的にもＰＲする。 
２．ＦＡＸ通信により、各種情報を確実に伝達する。 
３．メーリングリストを活用し、迅速に情報を共有する。また、その意義を広め、 

参加会員を増やす。 

親睦委員会 
各種イベントを開催し会員同士の親睦を深め、情報交換がスムーズに行えるようにする。 
会員の親睦を深めるため、ビンゴ大会や BBQ な どの計画する。 

学校薬剤師部会 
県学校薬剤師会新任研修会への参加  
県学校薬剤師会主催の研修会への参加 
くすり教育についての実践研修会や、ワークショップヘの参加 
常総薬剤師会内での勉強会や、各班との情報交換会を開催 
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令和 3 年度常総薬剤師会 予算   
自.令和 3 年 4 月 1 日  至.令和 4 年 03 月 31 日 

収入の部 （単位：円） 

科目 摘要 令和 3 年度予算

会費 会費 6,000×108 名 648,000 

活動費 活動費 基本額 50,000+700×108 名 125,600 

補助金 (120,000) 

補助金 下妻、八千代、坂東、常総 4 地区 120,000 

茨城県在宅医療提供薬

局連携推進事業補助金 

0 

雑収入 雑収入 100 

前年度繰越金 2,970,778 

収入合計 3,864,478 

支出の部 

科目 摘要 本年度予算 

出張費 150,000 

慶弔費 100,000 

事務費 常総薬剤師会携帯電話代等 100,000 

雑費 20,000 

補助金 (120,000) 

地域健康祭補助 120,000 

補助金 0 

0 

会議費 (300,000) 

総会費 200,000 

役員会（理事会）費 100,000 

班活動費 (216,000) 

常総班 2,000×39 名 78,000 

坂東班 2,000×28 名 56,000 

下妻班 2,000×41 名 82,000 

委員会活動費 (1,000,000) 

学術委員会 会場使用料、講師料等 200,000 

広報委員会 Fax、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｻｰﾊﾞｰ、通信費等 100,000 

薬局業務委員会 在宅、薬局実務実習経費等 300,000 

親睦委員会 300,000 

学校薬剤師部会 100,000 

当年度支出合計 2,206,000 

予備費 1,658,478 

支出合計 3,864,478 


